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新規事業採択時評価に関する

前回委員会意見への対応前回委員会意見への対応



○昨年度新規事業採択時評価事業

・狩野川総合内水緊急対策事業（函南観音川排水機場増設）

○昨年度新規事業採択時評価事業

かんなみかんのん

・吉野川総合内水緊急対策事業（ほたる川排水機場新設）

・最上川上流特定構造物改築事業（大旦川排水機場改築）

属 特定構造物改築事業（甫木水 改築）

おおだん

ほのき

（新規事業採択時評価時の意見）

・肝属川特定構造物改築事業（甫木水門改築）

（新規事業採択時評価時の意見）
着手する箇所においては、整備目標を超える降雨が生じる可能性があることなど、地

域におけるリスクの共有化を図るとともに、流域対策や土地利用など、継続的に地域の
協力が得られる体制を確保していくべきである。

（対応）
施設の計画規模を上回る降雨による浸水被害のリスクについて、整備後に計画規模を

上回る降雨が発生した場合の氾濫シミュレーションを行ってリスク分析を実施。この結
果を各河川の内水協議会等へ説明、今後の危機管理に向けた住民への啓発や土地利用規
制、流出抑制対策等を関係機関と連携しつつ推進し被害軽減に努める。
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○狩野川総合内水緊急対策事業（函南観音川排水機場増設）

■函南観音川の中下流部は低平地のため、排水が不良であることや洪水時には河川水位が高いことから内水被害が多
成 被害発し、当地区では平成10年、14年、17年、19年と浸水被害を受けている

■被害軽減対策の地域要請を受け、県が事務局となり国・県・市・町が総合的な内水対策を実施するためのアクションプ
ランを平成22年3月に策定

■アクションプランに基づき県市町等による流域対策と連携した総合内水緊急対策事業を実施し、平成10年8月豪雨規
模 降 床 水被害 解消を

戸田井排水機場

模の降雨に対して床上浸水被害の解消を図る

位置図位置図
調整池

県の対策

国の対策

連
携

過去の洪水 被害

H10.8.25 (床上浸水76戸､床下浸水93戸､浸水面積18.4ha)

H14.9.30～10.2(台風21号) 床上浸水  8戸､床下浸水26戸､浸水面積 3.0ha

H17 8 24(台風11号) 床上浸水14戸 床下浸水58戸 浸水面積14 4h戸田井排水機場
(現能力13.15m3/s)

調整池

調整池

市町の対策

携 H17.8.24(台風11号) 床上浸水14戸､床下浸水58戸､浸水面積14.4ha

H19.9.5(台風9号) 床上浸水53戸､床下浸水82戸､浸水面積13.8ha

平成10年
平成14年
平成17年

函南観音川排水機場

※(  )はポンプ6m3/sの場合のシミュレーション結果

全体事業費 約８．７億円
排水能力 3.2m3/s 増設

函南町 平成17年

調整池

雨水貯留

河道内土砂掘削

雨水貯留

大
洞
川

平成17年
平成19年

平成平成1010年年88月洪水の被災状況月洪水の被災状況

①①

200

床上家屋数

床下家屋数
浸水家屋への効果(H10.8洪水）

浸水家屋数（戸）
三島市

雨水貯留

調整池

②②

50

100

150 76戸

93戸

45戸

0戸

函南町

雨量貯留

写真位置写真位置

※Ｂ／Ｃ＝４．６
総費用 総便益は基準年( )における現在価値0

現況(ポンプ6m3/s) 将来

※ポンプ増設と流域対策を合わせて床上浸水
を解消。

函南観音排水機場の増設
（ポンプ６m3/s→９．２m3/s）

図「大場川左岸下流域豪雨対策アクショ
ンプラン」によるハード対策の概要

総費用・総便益は基準年(H22)における現在価値

総費用 8.9億円
事業費7.8億円
維持管理費1.1億円

総便益 41.1億円
便益41.0億円
残存価値0.09億円
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施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合の氾濫シミュレーションの例

【整備前】

H10 8洪水(概ね10年に1回発生しうる洪水)

【整備後：ポンプ増設＋流域対策】

H10 8洪水(概ね10年に1回発生しうる洪

【整備後：ポンプ増設＋流域対策】

概ね30年に1回発生しうる洪水)による被害H10.8洪水(概ね10年に1回発生しうる洪水)
による被害

H10.8洪水(概ね10年に1回発生しうる洪
水)による被害

概ね30年に1回発生しうる洪水)による被害

函南観音川函南観音川
函南観音川

大場川

函南観音川排水機場

大場川

函南観音川排水機場

大場川

函南観音川排水機場

来光川来光川来光川 来光川

床下浸水

床上浸水

建物形状

浸水範囲

来光川

床下浸水

床上浸水

建物形状

浸水範囲

来光川

床下浸水

床上浸水

建物形状

浸水範囲

床上浸水戸数：７６戸

床下浸水戸数：９３戸

床上浸水戸数： ０戸

床下浸水戸数：４５戸

床上浸水戸数： １４戸

床下浸水戸数： ３９戸

浸水範囲

農業用水路

浸水範囲

農業用水路

浸水範囲

農業用水路

床下浸水戸数：９３戸 床下浸水戸数：４５戸 床下浸水戸数： ３９戸

※本事業は、函南観音川排水機場のポンプ増設(3.2m3/s)を静岡県、三島市、函南町の実施する流域対策と連携しつつ
実施し、近年最大洪水である平成１０年８月洪水と同規模（概ね1/10）の降雨に対して、床上浸水被害の解消を目指
すものである。

※整備後において、施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合は、床上浸水被害が発生するため、危機管理に向け
た住民への啓発や土地利用規制、流出抑制等を関係機関と連携しつつ推進し、被害軽減に努める。
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情報の共有と体制の確保

施設の計画規模を上回る降雨が発生する可能性施設の計画規模を上回る降雨が発生する可能性があるがあること、さらにその場合の災害リスク等について、こと、さらにその場合の災害リスク等について、大大
場 左岸 流域場 左岸 流域総合的 水総合的 水排水 策協議会排水 策協議会 住 説 会住 説 会 ジ び事業広報資料を 広くジ び事業広報資料を 広く

••大場川左岸下流域総合的雨水排水対策協議会大場川左岸下流域総合的雨水排水対策協議会 啓発のための事業広報資料の作成啓発のための事業広報資料の作成

場川左岸下流域場川左岸下流域総合的雨水総合的雨水排水対策協議会排水対策協議会や住民説明会、や住民説明会、ホームページ及び事業広報資料を活用して広く周ホームページ及び事業広報資料を活用して広く周
知を知を図る。図る。

••大場川左岸下流域総合的雨水排水対策協議会大場川左岸下流域総合的雨水排水対策協議会
•H21. 12  設立（年1回開催）

•H23.  2   第3回を開催

•H24.  3   第4回開催に向け、調整中

※リスクの共有化や今後の危機管理に向けた地域住

･H22. 3ホームページ掲載（国、静岡県、三島市、函南町）

･H22. 3住民説明会

４地区に分け実施４地区に分け実施 計計119119名参加名参加

H23 4事業広報用パンフレット作成※リスクの共有化や今後の危機管理に向けた地域住

民への啓発、地域の協力体制等について関係機関

と連携した被害軽減対策について意見交換

･H23. 4事業広報用パンフレット作成
沼津河川国道事務所等で配置及び配布沼津河川国道事務所等で配置及び配布

･H23. 9函南観音川排水機場起工式

整備内容や災害リスク等を地域住民へ広く周知

【協議会 構成員】
国

沼津河川国道事務所長
県

建設部道路局長

【塚本地区】
H22.3.4 17名
【間宮・大場地区】
H22.3.5 66名
【仁田 大土肥 八ツ溝 上

建設部道路局長
建設部河川砂防局長
建設部都市局長
建設部農地局長
東部危機管理局長
東部農林事務所長
沼津土木事務所長

【仁田・大土肥・八ツ溝・上
沢地区】
H22.3.9 18名
【流域全体】
H22.3.17 18名

H23.4作成 事業広報用パンフH22.3作成 ホームページ
H23.2開催
総合的雨水排水対策協議会

市町
三島市長

函南町長

H22.3事業説明会
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○吉野川総合内水緊急対策事業（ほたる川排水機場新設）

■吉野川の支川ほたる川（徳島県吉野川市）は、吉野川本川の水位が高いため、内水被害が過去10年間に5回発
生 特に 平成16年10月台風23号にお 排水ポ プ車により緊急的な内水排除を行 たが 122戸 浸水被生。特に、平成16年10月台風23号において排水ポンプ車により緊急的な内水排除を行ったが、122戸の浸水被
害（うち床上浸水66戸）が発生。

■H21年12月には、地元自治体、県、国で「ほたる川総合内水対策協議会」を設置し、総合的な内水対策計画を
H22年8月に策定した。その計画を踏まえ、重層的な取り組みにより、内水被害の軽減を図るものである。

戸田井排水機場

全体事業費 約１８億円
排水機場新設 10.0m3/s
事業効果 B/C=1.3

凡 例
内水浸水区域
（平成16年台風23号実績）

国の対策

位置図

戸田井排水機場
(現能力13.15m3/s)

事業効果 /
（B=22.2億円、C=17.7億円）

国の対策

県の対策（徳島県）

市の対策（吉野川市）

吉野川
ポンプ新設

ほたる川排水機場
Ｐ=10m3/s

流域貯留浸透施設
（山川中学校）

約0.1ha

平成16年10月台風23号

140
（戸）

床上

床下

ほたる川

P

（Q=５m3/s×２基）
土地利用規制

66 63
80

100

120

家屋浸水軽減効果
92戸（うち床上63戸）

JR

ほたる川

主要地方道

志度・山川線

国道192号 ほたる川樋門

56 56

30

0

20

40

60

ほたる川河道改修
残区間 L=1.2km（H22.3時点）

0
現況

(河道整備後)

流域対策 流域対策

＋排水機場新設10m3/s

平成16年10月台風23号洪水規模
に対する整備効果 5



【整備前】

月洪水（概ね 年に 回発生しうる

【整備後：ポンプ新設＋流域対策】

月洪水（概ね 年に 回発生しうる

【整備後：ポンプ新設＋流域対策】

施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合の氾濫シミュレーションの例

H16.10月洪水（概ね10年に1回発生しうる
洪水）による被害

H16.10月洪水（概ね10年に1回発生しうる
洪水）による被害

概ね30年に1回発生しうる洪水による被害

ほたる川
吉野川 吉野川

ほたる川
吉野川

排水機場 排水機場

9戸(床上) 12戸(床上)

57戸(床上) 68戸(床上)

想定される浸水深

0.5m未満の区域
0.5～1.0m未満の区域

想定される浸水深

0.5m未満の区域
0.5～1.0m未満の区域

想定される浸水深

0.5m未満の区域
0.5～1.0m未満の区域

床上浸水戸数：６６戸 床上浸水戸数： ０戸 床上浸水戸数： ８０戸

1.0～2.0m未満の区域
2.0～5.0m未満の区域

5.0m以上の区域

1.0～2.0m未満の区域
2.0～5.0m未満の区域

5.0m以上の区域

1.0～2.0m未満の区域
2.0～5.0m未満の区域

5.0m以上の区域

※本事業は、ほたる川排水機場のポンプ新設（10m3/s）を吉野川市における流域対策と連携しつつ実施し、

床上浸水戸数：６６戸

床下浸水戸数：５６戸

床上浸水戸数： ０戸

床下浸水戸数：３０戸

床上浸水戸数： ８０戸

床下浸水戸数： ９７戸

近年で最大洪水である平成16年10月洪水と同規模の洪水（概ね1/10確率規模）に対して、床上浸水被
害の解消を目指すものである。

※整備後において、施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合は、床上浸水被害が発生するため、危
機管理に向けた住民への啓発や土地利用規制、流出抑制等を関係機関と連携しつつ推進し、被害軽
減に努める。
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情報の共有と体制の確保

施設の計画規模を上回る降雨が施設の計画規模を上回る降雨が生じる可能性がある生じる可能性があること、さらにその場合の災害リスク等につこと、さらにその場合の災害リスク等につ
いて ほたる川総合内水対策協議会 地域広報誌等いて ほたる川総合内水対策協議会 地域広報誌等を活用して広く周知をを活用して広く周知を図る図る

ほたる川総合内水対策協議会ほたる川総合内水対策協議会
H21 12 （第1回）

啓発のための事業広報資料の作成啓発のための事業広報資料の作成

いて、ほたる川総合内水対策協議会、地域広報誌等いて、ほたる川総合内水対策協議会、地域広報誌等を活用して広く周知をを活用して広く周知を図る。図る。

・H21.12 （第1回）

※規約制定・議長選出・浸水被害状況確認

・H22.8 （第4回）

※総合内水対策計画書作成

・H24 2 （第7回）

•H23.11 広報誌に掲載

•H23.12 周辺住民へ事業チラシの配布

•吉野川市における水害パネル展示等を活用した広報を
実施予定。H24.2 （第7回）

※超過洪水リスクの情報共有

土地利用規制土地利用規制
•条例による土地利用の規制等により新たな浸水被害を

整備内容や災害リスク等を広く周知
条例による土地利用の規制等により新たな浸水被害を
防ぐ。（H23年度策定予定）

【協議会構成員】
国国

徳島河川国道事務所
副所長

県
県土整備部河川局

河川整備課長
東部県土整備局

副局長
吉野川市

建設部長

H23.12.2徳島新聞

ほたる川総合内水対策協議会 H23.11 広報誌（吉野川市）
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建設部長
産業経済部長
防災局長



○最上川上流特定構造物改築事業（大旦川排水機場改築）

■河川改修の遅れにより災害頻度が多い
■大旦川排水機場 役割は重要 あるも 設置以降３８年が経過し老朽化が著しく 故障に伴う運転停止と■大旦川排水機場の役割は重要であるものの、設置以降３８年が経過し老朽化が著しく、故障に伴う運転停止と

なれば被害が拡大する。
■当該地域の高齢化率は31%と高く、災害要援護者が多く存在することから、更なる被害拡大の恐れがある。

事業概要 山形県山形県 過去の洪水 被害

戸田井排水機場

事業概要

・事業箇所：山形県村山市
・事業内容：排水機場

（ポンプ10m3/s）

←←最
上

川
最

上
川 新庄市

山形県

酒田市酒田市

川川
→→

←←最
上

川
最

上
川 新庄市

山形県

酒田市酒田市

川川
→→

←←最
上

川最
上

川

山形県

酒田市

川
→→

←←最
上

川
最

上
川 新庄市

山形県

酒田市酒田市

川川
→→

←←最
上

川
最

上
川 新庄市

山形県

酒田市酒田市

川川
→→

←←最
上

川最
上

川

山形県

酒田市

川
→→

大旦川排水機場

過去の洪水 被害

H9.6.27～29(台風8号) 床下浸水34戸、浸水面積380ha

H10.8.29～31(前線) 床下浸水35戸、浸水面積350ha

H11.9.14～15(前線) 浸水面積100ha

H14 7 9～11(台風6号) 床下浸水10戸、浸水面積320ha

大沢川

新川

県道寒河江村山線

最

村山市村山市

国
道
13
号
（バ 戸田井排水機場

(現能力13.15m3/s)
（ポンプ10m3/s）

・全体事業費：24.2億円
・事業期間：Ｈ２３～Ｈ２６

山形市山形市

米沢市米沢市
最

上
川

最
上

川
→→←←

須
川
須
川

山形市山形市

米沢市米沢市
最

上
川

最
上

川
→→←←

須
川
須
川

山形市山形市

米沢市
最

上
川

→→←←
須
川

山形市山形市

米沢市米沢市
最

上
川

最
上

川
→→←←

須
川
須
川

山形市山形市

米沢市米沢市
最

上
川

最
上

川
→→←←

須
川
須
川

山形市山形市

米沢市
最

上
川

→→←←
須
川

H14.7.9 11(台風6号) 床下浸水10戸、浸水面積320ha

H16.7(前線) 浸水面積40ha

H18.10.6～7(低気圧) 浸水面積198ha

事業箇所図

新川

大旦川排水機場

最
上
川

東根市東根市

東北中央自動車道（建設中）

バ
イ
パ
ス
）

鉄筋腐食による錆汁
遊離石灰。鉄筋の腐食
による錆汁 鉄筋腐食による錆汁
遊離石灰。鉄筋の腐食
による錆汁

事業箇所図

54 16
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床下

S44.8洪水(1/10)

54 16

40
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90
床上

床下

54 16

40

50

60

70

80

90
床上

床下

S44.8洪水(1/10)ﾎﾟﾝﾌﾟが停止した場合、
家屋浸水89戸（床上
54戸、床下35戸）の被
害の恐れ

吸水槽上部に亀裂
ひび割れ。鉄筋の腐食
による錆汁 吸水槽上部に亀裂
ひび割れ。鉄筋の腐食
による錆汁

老朽化に伴う劣化状況
大旦川流域における浸水被害比較

35

53

00
0

10

20

30

40

ポンプ無し ポンプあり 将来

ﾎﾟﾝﾌﾟなし
ポンプ

10m3/s

将 来
（ﾎﾟﾝﾌﾟ 10m3/s
＋流域対策）

大旦川流域における浸水被害比較

35

53

00
0

10

20

30

40

ポンプ無し ポンプあり 将来

35

53

00
0

10

20

30

40

ポンプ無し ポンプあり 将来

ﾎﾟﾝﾌﾟなし
ポンプ

10m3/s

将 来
（ﾎﾟﾝﾌﾟ 10m3/s
＋流域対策）

県

○大旦川の河川改修

県

○大旦川の河川改修

主軸の触れ回り

リー
ブ

破
損

H12故障

主軸の触れ回り

リー
ブ

破
損

H12故障
※費用対効果分析

・総費用（Ｃ）：23.4億円
・総便益（Ｂ）：158.6億円

老朽化に伴う劣化状況
大旦川流域における浸水被害比較大旦川流域における浸水被害比較

市 国

○調整地の設置

○大旦川排水機場改築
○高速道路盛土に対応

した、調整池の掘削

○流域内連絡水路設置

○土地利用規制

“連携”市 国

○調整地の設置

○大旦川排水機場改築
○高速道路盛土に対応

した、調整池の掘削

○流域内連絡水路設置

○土地利用規制

“連携”

羽根車が

摩耗損傷

軸
ス

リ

羽根車が

摩耗損傷

軸
ス

リ ・Ｂ／Ｃ：６．８
・経済的内部収益率(EIRR)：24.8%
総費用、総便益については、基準年（H22）に
おける現在価値化後の額を記入

総合的治水対策と役割分担

した、調整池の掘削した、調整池の掘削

ポンプ劣化損傷
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【整備前】

概ね10年に1回発生しうる洪水による被害

【整備後：ポンプ改築＋流域対策】

概ね10年に1回発生しうる洪水による被害

【整備後：ポンプ改築＋流域対策】

概ね30年に1回発生しうる洪水による被害

施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合の氾濫シミュレーションの例

概ね10年に1回発生しうる洪水による被害 概ね10年に1回発生しうる洪水による被害 概ね30年に1回発生しうる洪水による被害

大旦川

蝉田川

大旦川

蝉田川

大旦川

蝉田川

大沢川

大旦川

大沢川 大沢川

大旦川排水機場

大旦川排水機場 大旦川排水機場

調整地

連絡水路

調整地

連絡水路

大沢川

床上浸水戸数： １６戸 床上浸水戸数： ０戸 床上浸水戸数： ０戸

大旦川排水機場
新川

新川

大旦川排水機場

新川

大沢

大沢川

床下浸水
床上浸水

浸水範囲

床下浸水
床上浸水

浸水範囲

床下浸水
床上浸水

浸水範囲

床上浸水戸数： １６戸

床下浸水戸数： ５３戸

床上浸水戸数： ０戸

床下浸水戸数： ０戸

床上浸水戸数： ０戸

床下浸水戸数： ４３戸

※本事業は、老朽化が著しい大旦川排水機場のポンプ改築(10m3/s)を山形県、村山市の実施する流域
対策と連携しつつ実施し、概ね10年に１回発生しうる降雨に対して、家屋浸水被害の解消を目指すも
のである。

※整備後において、施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合には、浸水被害が発生することから、
危機管理に向けた住民への啓発や土地利用規制、流出抑制等を関係機関と連携しつつ推進し、被害
軽減に努める。
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情報の共有と体制の確保

施設の計画規模を上回る降雨が発生する可能性施設の計画規模を上回る降雨が発生する可能性があるがあること、さらにその場合の災害リスク等について、総合的こと、さらにその場合の災害リスク等について、総合的

総合的な治水対策に関する検討会総合的な治水対策に関する検討会
H19 3 設立（年1 開催）

啓発のための事業広報資料の作成啓発のための事業広報資料の作成

•H23 1 配布用チラシ作成 説明会等で配布説明会等で配布

な治水対策に関する検討会や住民説明会、な治水対策に関する検討会や住民説明会、地域広報誌及び事業広報資料を活用して広く周知を地域広報誌及び事業広報資料を活用して広く周知を図る。図る。

•H19.  3 設立（年1回開催）

•H21.  5   第3回を開催

•H24.  3 第4回開催に向け、調整中

※リスクの共有化や今後の危機管理に向けた地域住

H23.  1   配布用チラシ作成 説明会等で配布説明会等で配布

•H23.11 事業広報用パンフレット作成
既存排水機場、村山市、東根市、県村山総合既存排水機場、村山市、東根市、県村山総合
支庁等で配置及び配布支庁等で配置及び配布

•H23.12 広報誌掲載（村山市）
民への啓発、地域の協力体制等について関係機関

と連携した被害軽減対策について意見交換

広報誌掲載（村山市）

説明会等を活用した地域住民への周知説明会等を活用した地域住民への周知

•H22.10.28 山形県による住民に対する治水対策説明会

•H23.  1.23 南河島地区住民説明会
【検討会構成員】

•H23.  5.27 事業説明会

整備内容や災害リスク等を整備内容や災害リスク等を地域住民へ広く地域住民へ広く周知周知

【検討会構成員】
学識者 山形大農学部名誉教授
国土交通省
山形県
村山市
東根市

H23.5.27 事業説明会H23.5.27 事業説明会

東根市

H23.12.1 広報誌（村山市）H23.12.1 広報誌（村山市）
H23.11作成 事業広報パンフH23.11作成 事業広報パンフ

H23. 1作成 配布用チラシH23. 1作成 配布用チラシ
パンフ配置状況（村山市）パンフ配置状況（村山市）
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○肝属川特定構造物改築事業（甫木水門改築）

■甫木水門は昭和４３年設置後４２年が経過しており、コンクリートのひび割れ、剥離や強度の低下など老朽化が進行している。
■甫木水門は、現況の治水安全度が概ね１／３程度であり、計画規模１／１０（計画流量125m3/s）を大きく下回っており、鹿児島県による甫規 鹿

木川の改修（流下能力45m3/s→125m3/s）にあわせた既設水門の改築（排水能力45m3/s→125m3/s）が必要である。
■近年では平成５年、９年、１７年と大きな浸水被害が発生しており、地元より浸水被害解消の強い要望がある。

位置図

・事業箇所 ：鹿児島県鹿屋市串良町

・事業内容 ：甫木水門改築（125m3/s）
事業費 約 億円

２.地域の協力体制

流域対策の取り組み
〔 ド対策〕

甫木水門

・事業費 ：約17億円
・事業期間 ：H23～H27
・総費用（C） ：19.7億円

便益19.5億円
残存価値0.2億円

・総便益（B） ：15.6億円

鹿児島県：肝属川支川甫木川改修

〔ハード対策〕

鹿屋市 平成２１年度 ：緊急避難所整備（大坪地区）

〔ソフト対策〕
・河川水位や映像情報の提供 実績浸水深の現地

平成１６年度 ：甫木川河川局部改良工事全体計画改定（甫木川整備着手）

H5.8洪水
事業費15.4億円
維持管理費0.2億円

・B/C ：1.3
※総費用、総便益については、基準年（H22年）における

現在価値を記入

河川水位や映像情報の提供、実績浸水深の現地
表示、農地以外への転用規制等

・マイハザードマップ作りの支援、地元団体と連携し
た知識の普及等

３.整備効果
１.治水上の課題 40

50

60

70

80

床上

床下

24戸

H5.8洪水

①甫木水門の老朽化

鉄筋露出

■平成14年2月調査時損傷状況(コンクリート診断により要対策と判断)

【函渠部】
【門柱部】

平面図

①甫木水門改築により排水機能の保持と信頼
性の向上

②平成５年８月規模の洪水に対して浸水家屋
（７３戸）の解消
③重要施設（国道220号、県道鹿屋高山串良線、
消防署、公民館）の浸水被害解消

0

10

20

30

40

現況 整備後

４９戸

０戸

ジャンカ

ひび割れ

補修実施

強度試験結果
8.7～12.8N/mm2 (out)

強度試験結果
11.5～19.9N/mm2 (out)

設計基準強度：21.0N/mm2

側面
図

設計基準強度：21.0N/mm2

国道２２０号

甫木川改修
（鹿児島県）

甫木地区
甫木川

支川串良川

大坪地区の浸水状況（H17 9）

調査箇所 実施数 調査結果 診断結果

門柱 ４箇所 平均約16N/mm2（11.5～19.9） × 補修箇所で剥離が進行

・シュミットハンマーによりコンクリートの強度(設計基準強度21.0N/mm2)を確認 H17.9台風１４号

想定氾濫区域
肝属川

（鹿児島県）
延長3.65km

県の甫木川改修事業
とあわせた水門の改
築を実施

大坪地区の浸水状況（H17.9）

②甫木川改修の促進
鹿児島県による甫木川の改修（流下能力45m3/s→125m3/s）が進められており、受け
皿となる既設水門（排水能力45m3/s→125m3/s）の改築が必要である。

函渠 ４箇所 平均約10N/mm2(8.7～12.8） ×

支川高山川 肝属川

肝属川

甫木水門大坪地区
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【整備前：既設水門、河川改修なし45m3/s】

概ね10年に1回発生しうる洪水による被害

【整備後：水門改築、河川改修後125m3/s】

概ね10年に1回発生しうる洪水による被害

【整備後：水門改築、河川改修後125m3/s】

概ね30年に1回発生しうる洪水による被害

施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合の氾濫シミュレーションの例

概ね 年 回発 しうる洪水 よる被害 概ね 年 回発 しうる洪水 よる被害 概ね30年に1回発生しうる洪水による被害

串良川

甫木川

串良川

甫木川

串良川

甫木川

4戸

2戸

4戸

床 水 数 床上浸水戸数 戸 床上浸水戸数 戸

肝属川

甫木水門

肝属川 肝属川床下浸水箇所

床上浸水箇所

甫木水門 甫木水門

床下浸水箇所

床上浸水箇所

床下浸水箇所

床上浸水箇所

27戸 23戸

床上浸水戸数：２７戸

床下浸水戸数： ６戸

床上浸水戸数： ０戸

床下浸水戸数： ０戸

床上浸水戸数： ４戸

床下浸水戸数： ２３戸

※本事業は、老朽化が進行している甫木水門の新設（45m3/s→125m3/s）を河川改修と一体的に整備し、※本事業は、老朽化が進行している甫木水門の新設（45m3/s→125m3/s）を河川改修と 体的に整備し、
近年最大洪水である平成5年８月洪水と同規模（概ね1/10）の降雨に対して、浸水被害の解消を目指
すものである。

※整備後において、施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合は、浸水被害が発生するため、危機※整備後において、施設の計画規模を上回る降雨が発生した場合は、浸水被害が発生するため、危機
管理に向けた住民への啓発や土地利用規制、流出抑制等を関係機関と連携しつつ推進し、被害軽減
に努める。

12



情報の共有と体制の確保

施設の計画規模を上回る降雨が発生する可能性施設の計画規模を上回る降雨が発生する可能性があるがあること、さらにその場合の災害リスク等について、説明こと、さらにその場合の災害リスク等について、説明
会会やソフト対策として取り組んでいる「やソフト対策として取り組んでいる「マイハザ ドマ プづくり」ワ クシ プマイハザ ドマ プづくり」ワ クシ プ また 地域広報誌及びまた 地域広報誌及び

総合的総合的なな治水治水対策に関する対策に関する取り組み取り組み 啓発のための事業広報資料の作成啓発のための事業広報資料の作成

会会やソフト対策として取り組んでいる「やソフト対策として取り組んでいる「マイハザードマップづくり」ワークショップ、マイハザードマップづくり」ワークショップ、また、地域広報誌及びまた、地域広報誌及び
事業広報資料を活用して広く周知を事業広報資料を活用して広く周知を図る。図る。

国・県・市で連携し、治水対策を実施

・国土交通省：甫木水門改築

・鹿児島県 ：甫木川河川改修（平成１６年度着手）

・鹿屋市 ：緊急避難所整備（平成２１年度実施）

啓発のための事業広報資料の作成啓発のための事業広報資料の作成

•H24. 2 事業広報用パンフレット作成中
鹿児島県大隅地域振興局、鹿屋市、鹿屋市串良鹿児島県大隅地域振興局、鹿屋市、鹿屋市串良
総合支所等で配置予定総合支所等で配置予定
説明会等で配布予定説明会等で配布予定

・鹿屋市 ：緊急避難所整備（平成２１年度実施）
•H24. 6 広報誌掲載予定（鹿屋市）

説明会等を活用した地域住民への周知説明会等を活用した地域住民への周知

•H24. 6 事業説明会を開催予定整備内容や災害リスク等を地域住民へ周知

マイハザードマップ作成支援マイハザードマップ作成支援

•H23.3 第1回ワークショップを開催

•H23.10 第2回ワークショップを開催

「マイハザードマップづくり」ワークショップ開催

水災害からの避難行動に役立てるとともに、水防災意識の高揚

を図るために 地域自ら作成する「マイハザードマップづくり」ワー
•H24.3 第3回実施予定（パンフ配布予定）

を図るために、地域自ら作成する「マイハザ ドマップづくり」ワ

クショップを支援する場において、リスクの共有化や今後の危機管

理に向けた地域住民への啓発を行っている。 H23.10.23 マイハザードマップ作成状況

甫木水門
大坪地区（鹿屋市）
参加メンバー：地域住民

消防団
鹿屋市
大隅河川国道事務所

H23.3.5 ワークショップ開催状況

大坪地区

大隅河川国道事務所
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